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SDGｓの考え方を取り入れて人財を育成することを目的とする本事業において、八戸工業

大学では、特に以下の２つの目標に対する取り組みに力を入れて事業を実施した。 

・SDGｓ１４：「海の豊かさを守ろう」、 

・SDGｓ ４：「質の高い教育をみんなに」 

本事業の成果は、本学公式 HP・本学公式Ｘを通じて積極的に公表された。 

以下、薄緑色の枠    内の情報は本学 HP,水色の枠    内の情報は、本学 X

（旧ツイッター）に掲載された情報である。 

 

Ａ．アマモ（海草）場など沿岸環境の生態系機能評価などを通じた環境教育の

推進 
 

申請者は、生態学者として、海中に分布する顕花植物であるアマモ（海草）の分布や生物

多様性、生態系機能に関する研究に 20 年以上取り組んできた。砂地にアマモが分布するこ

とによって、漁業生産や防災にプラスの影響を与える。最近では、それだけでなく、地球規模

の炭素循環をめぐる環境問題である地球温暖化や海洋酸性化に対しても、アマモ（海草）の

光合成能力の高さや形態的な特徴が有効に機能することが明らかになってきた。この機能

は「ブルーカーボン」とよばれ、申請者が所属する八戸工業大学地域産業総合研究所が、 

２０２３年 2 月 20 日（月）に青森市の八甲田丸において開催した講演会では 50 名を超える

参加者を迎え、新聞やテレビでも大きくとりあげられた。 
（この様子は、２０２３年２月２０日（月）青森放送 RAB ニュースレーダー、２０２３年２

月２１日（火）デーリー東北２面で報道された） 

 

 

 ２０２２年 10 月 15 日（土）には、

あおもり駅前ビーチ（通称 A-

BEACH）にてセブン‐イレブン記念

財団・特定非営利法人あおもりみ

なとクラブ・青森市が開催した第 3

回「青森セブンの海の森」環境保全

活動において、本事業の一環とし

て、申請者が海草（うみくさ）と海藻

（かいそう）との違いや、海草が周

辺の生物に与えるポジティブな影

響について分かりやすく解説した。 



 対象の多くが小学生だったことを考慮して、解説には私の研究室学生が PC を用いて描画

したアマモの機能を説明するイラストを活用した。多くの子供たちが、立ち上がって私の近く

まで来て、海草（うみくさ）と海藻（かいそう）を手に取って見比べ、質問もしてくれた。イラスト

を描いてくれた研究室学生も本事業において環境人財としての教育を受ける機会を得ること

ができたといえる。 

 海草のもつ生態系機能については、このほか八戸工大二高（２０２３年１月１９日、１０名）・

八戸高校（２０２２年１０月６日、６名）・八戸工業高校（２０２２年６月２５日、５名）に向けた講

演、２０２３年 1 月 28 日に本学サテライトキャンパスにおける市民向け公開講座などにおい

ても解説した。 

 

 

＊本学広報ＨＰでも情報が公開（２０２２年１１月１４日）された。 

 

 

 

 

 



また、代表者の研究室所属学生馬場貴士君に、ブルーカーボンの研究に取り組んでもら

った。海草（うみくさ）と比べて分解しやすいため、吸収した二酸化炭素を容易に放出してしま

うことからブルーカーボンとしての価値が低いと、これまでは考えられてきた海藻（かいそう）

の中から生物量が大きく、生長にともない藻体外に多量の有機物を粘液として排出するマコ

ンブを対象とし、藻体や藻体外に排出される有機物の分解速度を、水温を操作した実験によ

って丁寧に計測した。本学生命環境科学コースの２０２２年度の卒業研究として最優秀発表

賞を獲得し、２０２３年９月の日本水産学会、その継続研究について２０２４年２月の「放射能

環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点」報告会においても公表された。 

 

 

 

 

 

２０２３年１１月には、日本財団が主催する国際アマモブルーカーボンワークショップに、研

究代表者が参加し、国内外の研究者と積極的に情報交換を実施した。代表者が海洋・水産

科学部門長として所属している本学地域産業総合研究所が学術的にサポートするかたち

で、青森県における海草に関する最初のブルーカーボンクレジットが、ジャパンブルーエコノ

ミー技術研究組合（JBE）によって、２０２４年３月に、あおもり駅前ビーチのアマモについて認

証された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      あおもり駅前ビーチにおける空撮の様子 

 



さらに、採集した（海）水から、DNA を増幅し、その海水の周囲に存在した動植物の情報を

読み取る環境 DNA 技術も積極的に取り入れ、青森県における環境や動植物のモニタリング

に応用した。サンプリングには、できるだけ本学学生にも参加してもらうように心がけた。 

全国規模の環境 DNA 観測網に参加し、本助成のおかげで八戸市種差漁港において月

に２回～４回の高い頻度で採水モニタリングを実施することができた。この成果は、２０２３年

５月に開催された国際環境ＤＮＡ学会で代表者も共著に含んで発表された。この実績が認め

られ、２０２３年１０月に日本財団のオーシャンショット助成金（代表：東北大学近藤教授） を

共同研究者として獲得することができた。次項の「海洋に関する教育・研究拠点の形成」にも

大きく貢献する成果と言える。 

 

 

 

２０２３年４月に開催された国際 DNA 学会において、共著者として学会発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



また、沿岸環境の生態系機能評価の一環として、代表者の研究室所属学生太田実彩貴

さんに、遺伝子を活用した真鱈の胃内容物解析に取り組んでもらった。２０２３年６月に八戸

市で水揚げされた真鱈の主要な餌料は、マイワシやホタルイカであることが明らかになっ

た。 

２０２４年１月２７日には、研究実施の際にお世話になった漁業者、水産加工会社、青森県

産業技術センター職員の皆様方をはじめとする方々（合計１６名）に参加いただき、成果報

告を実施した。本学生命環境科学コースの２０２３年度の卒業研究として最優秀発表賞なら

びに学長賞を獲得した。現在、英文学術雑誌にその成果を公表する準備に取り組んでい

る。 

 

＊本学広報用 X（旧ツイッター）でも情報が公開（２０２４年１月２３日、同１月２９日）さ

れ、多くの閲覧をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



B．海洋に関する教育・研究拠点の形成 
 

本学は 2018 年度より「海洋学プログラム」を開設し、海洋に関する一連の講義を開講し

てきた。2022 年度ならび 2023 年度における文部科学省履修証明プログラム」も兼ねるか

たちでそれぞれ 1 名の受講生をむかえ、本学学生とあわせてオムニバス形式の「海洋学の

基礎と未来」というタイトル講義を受講した。（2022 年度は４０名 2023 年度は１５名が受講

した、） 

＊本学広報ＨＰでも情報が公開（２０２３年２月１３日）された。 

 

本事業として環境人財を育成するにあたり、「海洋学の基礎と未来」の講義にアクティブラ

ーニングの要素を取り入れた。申請者の担当した回に、海洋環境の変化に応じて海洋生物

の分布は変化するという内容を講義した。具体的な事例を多数紹介した中に、水温の変化

に対応して、特徴的な分布パターンを示す海洋生物として小型の甲殻類（エビやカニの仲間）

であるウミホタルを紹介した。青森県では、対馬暖流の影響を受けて比較的水温が高い日

本海側には多数分布するのに対して、太平洋側では観察されない。ウミホタルは、ルシフェ

リンという発光物質を体内に蓄積していて、必要に応じて、いくつかのパターンで発光する。

ｐｐｔで発光の様子を説明したが、学生から、是非、ウミホタルの青い光を直接観察してみた

いという強い要望が寄せられた。２０２２年度講義最終回に、要望に応えて発光実験を実施

し、その様子を HP や Twitter にも公表し、多くの方に閲覧いただいている。 

今回は、ウミホタルの乾燥粉末を使った発光実験であったが、今後は、これまでに市民向

けの講座で何度か実施しているように、生きたウミホタルが発光する様子を是非学生たちに

見てもらいたいと考えている。 

 



 

＊本学広報ＨＰでも情報が公開（２０２２年１２月１５日）された 

２０２２年度、２０２３年度の「海洋学の基礎と未来」にはそれぞれのべ 8 名の講師を招聘し

た。多彩なゲスト講演者に、八戸工業高等学校や八戸工業大学第二高等学校の生徒など

本学学生以外の対象者にも経験に基づく知見を伝えていただく事は、本事業としてもたいへ

ん有効な取り組みになると考えている。笹川平和財団海洋政策研究所の渡邉敦上席研究

員には、本学学生向けの講義において、ブルーカーボンがカーボンクレジットとして取引の

対象になっていることについて（その日本における認証団体であるジャパンプルーエコノミー

技術研究組合の理事でもあることから）詳しく解説いただいた。講義終了後、これから八戸

港などの港湾地域においてブルーカーボンに関連する活動に取り組もうとしている八戸工業

高校の生徒さん達に研究計画を発表してもらい、専門家である渡邉さんや申請者が助言を

した。大学生だけでなく高校生も巻き込んだ環境人財育成として有効な事例になったと考え

ている。 

この様子は、２０２２年１２月１３日（火）のデーリー東北に取り上げられた。 
 

２０２３年度には、このオムニバス講義のゲストたちに、より深く、具体的に青森県における環

境人財の育成に協力してもらうために、様々なテーマの「ワークショップ」を開催してもらった。

この取り組みは、青森県における海洋に関する教育・研究拠点の形成に大きく資することに

 



なったと考えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大 海洋研における研究・研究者 

マイクロプラスチック 鳴き砂の浜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生態系数値シミュレーションモデル  八戸港の塩分 

価値の創出、函館のがごめ昆布 



海洋に関する教育の事例として、２０２３年１１月２日に八戸市立第一中学校の生徒さんた

ちに実施した いわしの稚魚と混獲された生物（通称：ちりめんモンスター）を活用した生物

多様性や県連する指標をわかりやすく解説した講義の様子も紹介する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   講義に使用したちりめんモンスター         真剣に生物の仕分けに取り組む様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  あるものは静かに、ある者は賑やかに      引率の先生に撮影いただいた記念写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



C． 平内町白鳥を守る会と連携して実施するモニタリングなどの成果に関する

情報交換・展示 
 

平内町から浅所海岸の環境調査を依頼いただいたことをきっかけとして、八戸工業大学

工学科生命環境科学コース田中研究室は、ハクチョウの個体数計測や啓発活動などを実施

している平内町白鳥を守る会と連携して、２０１８年度より水質や餌料などの周辺環境も含め

たハクチョウに関する生態系調査を実施してきた。平内町浅所海岸やその周辺地域は、「小

湊のハクチョウおよびその渡来地」として、現在、国内で２１件しか登録されていない動物に

関する特別天然記念物に指定されている。 

同町の浅所海岸が国の天然記念物に指定されて今年で 100 周年を迎えたことを記念して、

２０２２年 10 月 3 日（月）に、平内町白鳥を守る会が「浅所海岸の干潟を考えるセミナー」と題

して勉強会を開催した。このセミナーにおいて申請者が講演し、平内町教育委員会・平内町

漁業協同組合・平内町観光協会・浅所海岸に隣接する地域の町内会をはじめとする平内町

の皆様に研究室卒業生らの成果を紹介しながら、浅所海岸の環境や海草コアマモをはじめ

とする生物の分布について解説した。（この様子は、２０２２年 10 月 7 日（金）東奥日報 18 面

で報道された） 

本事業では、この成果を八戸市においても広く周知することを目指し２０２３年 1 月 16 日

～30 日まで「平内町ハクチョウのまちフォトコンテスト これまでの入選作展示会」を開催した。

平内町教育委員会生涯学習課がこれまで８回にわたって実施してきた「平内町ハクチョウの

まちフォトコンテスト」の入賞作品から厳選された２０枚の作品を、撮影者のコメントや撮影場

所とともに展示した。 

また、２０２３年１月 2８日（土）に「浅所海岸のハクチョウに関する研究成果報告会」を開催

し、平内町白鳥を守る会の小形正樹副会長に、「浅所海岸の天然記念物指定と平内町白鳥

を守る会の取り組み」についてご講演いただいた。また申請者が、これまでに２本の英文学

術論文として公表され、高い評価を受けている研究成果を中心に、活動の広がりや今後の

展望も含めて解説した。 

これまでの本事業において環境人財としての教育を受けて北海道大学大学院に進学した

甲田聖志郎君と連携して、浅所海岸における塩分や光量子などの環境要因、分布する海草

の生活史などの研究にも取り組んでいる。また、本学の大学院生に、浅所海岸に設置され

たライブカメラの画像について PC を活用して解析し、小学生たちの長年にわたるモニタリン

グの成果との比較検討にも環境人財の育成の一環として取り組んでいる。 

 



 

 

 

 

＊本学公式Ｘ でも情報が公開され、多くの方に本事業に関心を持っていただいた。 

2023 年１月１７日公開分は、２か月で閲覧数３０００に到達した。 

 

＊本学広報ＨＰでも情報が公開（２０２３年２月１７日）された。 



D. 八戸市南郷島守地区における地域と連携した外来種モニタリングの実施 
 

外部との地理的境界が明確な八戸市南郷のしまもり盆地において、セイタカアワダチソウ

などの外来種の分布状況をモニタリングするイベントを２０２２年１０月１日と、１１月４日なら

びに２０２３年１０月６日に開催した。島守ふるさとルネッサンスなどステークホルダーと連携

し、生物に興味を持つ本学学生達が参加した。 

 学内で開催された成果報告会の様子は、２０２３年２月２７日のデーリー東北１５面で報道

された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      島守盆地 展望            ふるさとルネッサンス 上野代表の解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     セイタカアワダチソウ                  オオハンゴンソウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                外来種モニタリングイベントの様子 



E．自然観察会 
道東の雄大な自然の中で生物や環境に触れる観察会を２０２２年１２月１７日、１８日なら

びに２０２３年１２月１６日、１７日に実施し、環境人財を育成した。北海道大学厚岸臨海実験

所の３名の教員、環境省施設厚岸水鳥観察館の専門員の方々に講演をしていただいた上

で、霧多布岬のラッコや、厚岸湖のハクチョウを対象にした観察会を実施した。ここで得られ

た知見は、青森県の白鳥に関する取り組みや、海洋生物を飼育する県内施設などとの連携

を目指した取り組みに直接的に展開されることが期待されている。 

 

北海道大学 鈴木先生による講演            霧多布岬における観察の様子      

 

日本に７個体しかいな野生のラッコ！            真剣にラッコを探す学生たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霧多布湿原におけるモニタリング            湿原に野生のエゾシカの大群 



 

 

 

北大 伊佐田 先生による講演後の実習         北大 仲岡 先生による講演 

 

 

青い空・白い道                       厚岸湖の白鳥 

 

 

水鳥観察館の澁谷さんによる講話       水鳥観察館におけるモニタリングの様子 

 

 

 



F．種差海岸における市民参加型植生モニタリングなどの成果に関する公開講

座・展示 
八戸工業大学の学生や、２０１７年より毎年担当している放送大学の面接授業受講生（例

年、九州や関西からの受講者多数）にも参加していただき、八戸市の種差海岸において、４

月～１０月を中心とした沿岸植生が開花する時期に、２週間に１回のペースでドローンによる

空撮と、緯度経度の位置情報を記録した植生画像の撮影を行った。 

 植生をはじめとする動植物のモニタリングは極めて地道な作業であるが、長く継続すること

によって、様々な変化を読み取ることができることが近年明らかになりつつある。青森県環

境政策課からの委託事業の成果として既に報告済みの平内町における小学生による５０年

間の白鳥飛来数モニタリングの英文学術論文としての公表については、新聞・テレビにより

大きく報道され、その価値が広く市民にも認知されたといえる。 

 ニッコウキスゲは、通常は６月ころに一斉に開花する種差海岸を代表する植生のひとつで

ある。しかしながら、２０２３年１１月１０日の定期モニタリングの際に、代表者が季節外れの

ニッコウキスゲのつぼみを見つけ、プレスリリースしたところ、以下のマスコミ各社によって大

きく報道された。地道なモニタリングを続けていたからこそ気づくことができた小さな変化であ

ったといえる。本事業が施行する環境に関する人財を育成するにあたり、大きなインパクトを

残すことができたものと自負している。なお、２０２３年６月２４日には、本学サテライトキャン

パスにおいて、公開講座・植生の季節変化をとらえたポスターの提示を実施した。 

＜２０２３年１１月１４日＞ 

・青森テレビ わっち!!ニュース：季節外れのニッコウキスゲ発見 初冬の景色に初夏の花咲く 

・青森放送 RAB ニュースレーダー：初夏の花ニッコウキスゲ 猛暑の影響？11 月に開花 7

年間の調査で初 

＜２０２３年１１月１５日＞ 

・讀賣新聞 23 面：初夏の花開花 種差海岸でニッコウキスゲ 

・デーリー東北 23 面：ニッコウキスゲ 季節外れの開花 種差海岸 
・東奥日報 24 面：季節外れ ニッコウキスゲ開花 八工大田中教授 種差海岸で確認 

・青森朝日放送 ハレのちあした：本来は６月に見頃 種差海岸でニッコウキスゲ開花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊本学公式Ｘ でも情報が公開 (２０２３年６月２３日、ならびに１１月１４日)された。 



 

 

*本学広報ＨＰでも情報が公開（２０２３年１１月２０日）された。 

 



G. 本事業の取組報告・意見交換会 
 

２０２２年８月 24 日の環境活動ネットワーク交流会に申請者がビデオ出演して、それまでの

本事業の成果について報告した。また、2024 年 2 月 21 日には、環境人材育成事業に係る取組 

報告・意見交換会において、本事業の成果を報告した。 

 

 

 

     動画にまとめたプレゼン資料 

 

 

 

＜結言＞ 

 本学が地域の海洋研究の拠点となることを目指して、SDGｓの考え方を取り入れて人財の

育成・研究・広報活動に精力的に取り組んだ。 

青森県内各地の方々に様々な協力をいただいて、本学学生が卒業研究に取り組ませて

いただき、その成果を報告・説明することを通じて情報交換をさせていただくというスタイル

が、さらに進展・浸透したものと考えられる。残念ながら、今年度は学生や協力してくださる

皆さまの研究成果を英文学術論文のかたちで公表することが出来なかったが、本事業の多

様な取り組みを種子と捉え、大事に育てていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


